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【トピック】
 第27回障害者の主張大会が開かれました。最優秀賞及び優秀賞に輝いたお二人

の発表の概要をお伝えします。

 前号で取り上げた「夢の実現」について、主張大会での発表から紹介します。

12月8日(木)、県防災新館1階オープンスクエアにおいて、第27回障害者の主張大会が開かれまし
た。発表者は9人、視覚、盲ろう、知的、肢体、精神、発達の障害のある当事者の方々が、それぞれの
障害を受容し、強い意志で歩み続けている体験を発表しました。今号では、最優秀賞及び優秀賞に選ば
れたお二人の発表の紹介を中心に、障害当事者の生きることへの思いをお伝えします。

最優秀賞の紹介 吉田沙緒里さん

吉田さんは入院した際、同じく入院していた方
へ、自分の境遇を踏まえて、「つらいときにはつ
らいと言っていいんだよ」、「うまくいく可能性
を信じてみたら」と励まし、相手が「涙を流しな
がら『ありがとう』といってくれた」ことを契機
にして「誰かの役に立ちたい」と思い、「そのた
めには、まず自分が強くならないといけない」、
「自分がしっかりしないといけない」と考えたそ
うです。
吉田さんは、入院して笑顔で生活できるように

なったことを振り返り、「自分自身と同じ状況の

人たちと話をしていくうちに、お互いに分かり合
える友達ができ、笑顔を取り戻すことができた」
と語っていました。一人では笑顔で生きていくの
は難しいときでも、苦しさ、つらさを共有し励ま
し合うことができる仲間の存在があれば強く生き
ることができることを実感し、退院の時を迎える
ことができたようです。
吉田さんの最後の一言、「自分との戦いが始ま

ります」を聞いた時、強い決意とともに、吉田さ
んのこれからの笑顔あふれる生活がイメージでき
るような思いで、拍手をおくりました。

優秀賞の紹介 白濱顕子さん

白濱さんは、お子さんがいらっしゃる母親の立
場から、自分の障害をしっかり受け止めて立ち向
かうことの大切さを語りました。病気の進行で次
第に視力が衰える自分に対してお子さんが気遣い
を見せる生活の中で、「子供にとって恥ずかしく
ない母親になりたい」と思い、「自立した生活が
できるようにしよう」と決心、「白い杖を持って
歩く訓練」、「点字を覚えたりパソコンの訓練」
を重ねました。
「白い杖を持ったことにより離れていって人た

ちもたくさんいた」そうですが、「白い杖を持つ
ことによって助けてくれる多くの人にも出会い」

引き続き交流が続いているそうです。また、見え
ないことでできないことはいろいろあるものの、
「今まで気づかなかった人の温かさ」を感じるよ
うになったそうです。
最後に、障害がありながらの子育てについて、

周囲に理解してもらえず周りの人の助けを得られ
ず孤立してしまう母親もいる現状を訴えました。
だからこそ、「私みたいな母親がどんどんいろい
ろなところに出向いて視覚障害者であっても何も
できないわけではないことや協力してもらいたい
ことを伝えていきたい」と締めくくりました。白
濱さんの応援団が増え続けることを期待します。

最優秀賞には、『自分との戦い』と題して、｢自分のようにつらい思いをしている人たちを笑顔に
できるようにがんばっていこう｣と力強い決意を示した吉田沙緒里さんが選ばれました。

優秀賞には、『障害を持っても』と題して、｢これからも向上心を忘れずに心の目でいろいろな人
と出会っていけたらいい」とこれからの生活への決意を述べた白濱顕子さんが選ばれました。

講評から 小畑文也氏(山梨大学教授)

表彰後、審査員を代表し、小畑文也氏が講評を述べました。小畑氏は、「発表者はいずれも一段高い壇
上から堂々と発表しており、そのことだけでも素晴らしいこと」で、さらに「障害を取り込んで語る姿」
に感動し、「明るい色の話」に勇気をもらい、「私たちに大きな力を与える内容」であったと、自分自身
の障害を十分に受容して前向きに生きようとしている姿を讃えました。

第27回障害者の主張大会



文責：古屋德康(県障害者差別解消推進員)

通信№6では、夢の実現についてお伝えしまし
た。今回の主張大会で、「自分の夢を持って、自
分らしく生活したい」と発表した天野由希子さん
の夢の実現とそれを後押しし支えた方々との係わ
りから、教えられることが多くあります。

天野さんは、第21回の主張大会で「就職した
い」という夢を発表しました。今回は、その後に
ついて話したいと出場されました。夢を一つ一つ
実現してきた過程でのご本人の努力と周囲の方の
後押しの様子を紹介します。

夢の実現 主張大会の発表から

夢

支援

就職したい

障害者福祉サービス事
業所での訓練や実習

実現

最初の就職：期間雇
用６か月で貯金

 良い経験だと思い頑
張った。

同僚職員の激励：「仕
事、頑張って」「困っ
たときは言ってね」

特別養護老人ホーム
へ就職、清掃の仕事

資格を取りたい

「資格取得のための参
考書の内容が難しく意
味が分からない」
 ケアマネージャーが
分からないところを
ていねいに教えてく
れた。

ホームヘルパーの資
格取得

 周りの優しい人たち
のおかげ

車の免許を取りたい

「通勤が徒歩で30分か
かり大変、車の免許を
取りたい」、でも「教
習所の学科が難しい」
 職場の理事長さんが
「自分で決めたこと
はあきらめないで頑
張れ」と激励

時間はたくさんかか
ったが、運転免許証
取得

貯金で新車購入
母と外出や買い物に
車で出かけている。

ひとり暮らしがしたい

アパート探し
 理解ある不動産屋さん
「アパートに入るには給料が
10万円ぐらいないと生活で
きない」「家賃は自分の給料
で払うもの、年金は将来のた
めに使うように」とアドバイ
ス。アパートでの生活で困っ
て相談すると、すぐに訪問し
てくれる。

念願の一人暮らし実現
 障害を理解してくれる不動
産屋さんがもっと増えると
よい。

介護の正規職員になりたい。

バルコニー付きでキッチンと寝室が分かれているアパート
に引っ越したい。

自分だけの力では、夢は実現でき
なかった。周りの皆さんのおかげで
今の自分がある。困り事や心配事が
あれば親身になって相談にのってく
れる。職場訪問をしてくれ、励まし
てくれる。
皆さんに感謝している。

｢これからも自分の夢を持って、自分らしく生活したい｣

天野さんの振り返り

次の夢は

これからも

天野さんの発表から感じることは、天野さ
んの積極性と懸命な姿です。自分から行動を
起こし、実現できるよう懸命に努力する姿が
浮かびます。周囲の方々は、その天野さんの
姿を見て、夢が実現できるように様々な形で
支援するのではないかと思います。

また、自分から周囲の人へ相談し、自分の
困り感を発信する積極性も感じられます。職
場で担当のリーダーが不在のときには、「新
しい職員に清掃の方法を教えている」そうで
す。普段の天野さんの頑張りが、信頼感も生
みだしているようです。

多機能トイレの情報サイト紹介

日本経済新聞１２月１４日付紙面に掲載された高
齢者の外出に関する記事で、多機能トイレを検索で
きるホームページやスマートフォンアプリが紹介さ
れています。
多機能トイレの場所を地図上に表示し、利用者の

外出に対する不安感解消や気楽に外出できる環境づ
くりを目指しています。アプリを実際に使用してみ
ると、県庁本館のトイレが写真付きで掲載されてい
ます。紹介数、情報量など、改善の必要があるよう
ですが、今後の充実を期待したいところです。

「Check a Toilet（チェック ア トイレット） ｣
NPO法人Check運営のホームページ

http://www.checkatoilet.com/
[Check a toilet] スマートフォン版アプリ
「Check」は、『だれもが気兼ねなく外出でき
る社会』を目指す NPO法人
 利用者が新たに情報を寄せて掲載トイレを

増やしていくシステムになっており、みん
なで日本全国のトイレマップを作りあげる
インターネットプロジェクトで、気づいた
こと、知っていることの情報提供を募って
います。

http://www.checkatoilet.com/

